書式１：　事例に焦点を当てて（複数の教材を使って働きかけた場合など）
〇〇〇〇〇〇
－＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊－
報告者：○○○〇〇〇学校
○○　○○
【子どもの様子】　○さん（小５　女）
      　　基礎情報：小頭症。脳性麻痺。てんかん。愛の手帳１度　身体障害者手帳１級。
　　　　　食事：鼻腔流動食１日３回。経口摂食の訓練を家庭で１日２回行っている。
　　　　　動き：背臥位で足をつっぱって移動することが多い。足の裏や顔に触れられることを嫌がっているように見える。よく動く右手を顔のあたりにもっていき、自分でチューブを抜いてしまうことがある。
　　　　　視覚：強い光刺激にも反応があらわれにくい。
　　　　　聴覚：音の刺激には敏感であり、眼球を動かしたり、音のする方に顔を向けたりする。
１　テーマ設定の背景
２　○さんのこれまで
３　学習（支援）の経過
4　結果
・学習の状況の変化
・日常行動の変化
・保護者や同僚の感想など
5　考察とまとめ
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